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• 妊産婦と女性の健康と命を守る活動として，日本の戦後の経験を基軸に，ザンビアの農
村地域で展開する『妊産婦・新生児保健ワンストップサービスプロジェクト』を実施。保健
施設での分娩数を増加させ，妊産婦死亡の削減を目指す。

• プロジェクト地域では保健施設の整備や，保健医療従事者や保健ボランティアなどに研
修を通じて，質の高い母子保健サービスや情報を提供するとともに，若者への啓発活動
も取り組む（日本の若者に対する，性と生殖の健康と権利に関する意識向上プロジェクトの手本にもなった）等，
地域ぐるみで，女性の健康を包括的に改善すべく取り組んでいる。

活動概要
貢献しているＳＤＧｓ目標 ３，５，１７

普遍性：ノウハウを伝えることにより，日本の技術やアイデアを
現地で活用できるようになっている。

包摂性：プロジェクト対象が農村の女性や10代男女と幅広い。

参画型：参加型ワークショップの実施や，既存のコミュニティを活
性化させることで，持続可能な運営が可能となっている。

統合性：母子保健推進を通じて，地域の活性化につながっている。
地域活性化が，教育や農業にも寄与している。

透明性と説明責任：プロジェクト前，中期，終了後に外部専門家
から第三者調査を受ける。また，外務省に定期的に活動
報告を行っている。

ＳＤＧｓ実施指針における実施原則（本アワード評価基準）
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